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２学期の家庭学習表彰の代表１年 細見さん、
２年石田さん。

人権作文倶知安地区大会入選の３年 佐藤さん

ＪＡ共済全道小中学生交通安全ポスターコンク
ールで佳作の３年 秦さんと１年 佐藤さん



２月　学校行事予定表

第 1 便 第 2 便

1 月 1 14:30 なし

2 火 2 15:40 17:00

3 水 3 15:40 17:00

4 木 4 15:40 17:00

5 金 5 15:40 17:00

6 土

7 日

8 月 6 15:40 17:00

9 火 7 15:40 17:00

10 水 8 15:40 17:00

11 木

12 金 9 15:40 17:00

13 土

14 日

15 月 10 15:40 なし

16 火 11 15:40 なし

17 水 12 14:40 なし

18 木 13 14:40 なし

19 金 14 15:40 17:00

20 土

21 日

22 月 15 15:40 17:00

23 火 16 15:40 17:00

24 水 17 15:40 17:00

25 木 18 14:40 なし

26 金 19 15:40 17:00

27 土

28 日

29 月 20 15:40 17:00

後期常任委員会⑥

学校評議員会②12：30

研修日⑨

スキー遠足計画

下校指導②　職員会議⑬（年度末反省）　小樽高等支援学校見学会

1，2年学年末テスト①　職員会議⑭（3月）

1，2年学年末テスト②　私立高B日程　公立高推薦発表

生徒総会

下校指導①　私立高A日程

建国記念日

公立推薦面接

後期常任委員会⑤（答弁検討）

義務教育指導監学校訪問②13:30

全校朝会　参観日　PTA専門委員会反省

学級審議（後期反省）　

平成２７年度    留寿都中学校

日 曜 学　　校　　行　　事 給
食

バ ス 運 行 表



１月２７日（水）に新入生授業参観と新入生
保護者説明会が行われました。

授業参観は、６年生と保護者の方に１年生か
ら３年生までの授業を参観してもらいました。
１年生は英語の授業でしたが、ちょうど去年参
観していた生徒が今度は授業を見られる立場に
なってちょっと緊張して授業を受けていました。

その後、保護者説明会が行われました。留寿
都中学校の授業、生活、諸経費などについて説
明をしました。

今年度７月と１２月の２回、生徒による授業アンケートを行
いました。全教科それぞれの項目についてアンケートを実施し
ました。以下の結果は全教科の割合を合わせたものになります。

７月と１２月の結果の比較（肯定的に回答した生徒の割合） ７月 １２月
１ 授業の内容はよく理解できた ９３％ ９５％
２ 自分で考えたり、調べたりする場が十分にあった。 ８１％ ８０％
３ 考えを発表したり、グループで話し合ったりする場が十分にあった ７２％ ７５％
４ 資料やプリントは、課題解決のために役立った ９０％ ９２％
５ わからないことやできないことを繰り返し取り組む時間があった ８２％ ７８％
６ わからないことやもっと知りたいことを質問しやすかった ８４％ ８４％
７ 授業は楽しく、興味や関心がわく内容だった ８９％ ９０％
８ 授業が進む速さはちょうどよかった。《普通》 ９２％ ９５％

○７月と１２月の結果を比べると二つの項目は下がっているが、多くは数値がよくなっています。
○「３ 考えを発表したり、グループで話し合ったりする場が十分にあった」については、８０

％に届いていないが、昨年６８％から７％上がっています。
○「５ わからないことやできないことを繰り返し取り組む時間があった」については、７月

より４％下がっています。

各教科３学期に向けて授業改善を図っているところですが、学校では、全項目８０％以上を目指
しています。その意味では項目３、５についてさらなる改善が必要であると考えますが、昨年度よ
りも改善されている部分でもあります。学校として大事にしたい「１ 授業の内容はよく理解でき
た」と「７ 授業は楽しく、興味や関心がわく内容だった」については、９０％を超え、昨年より
もさらによくなっています。これまでの取り組みが実を結んでいると考えます。さらに生徒が関心
を持って授業に取り組み、授業内容がよく理解できる授業づくりを目指し取り組んでいきたいと思
います。

感謝を言葉や態度で表すことを後延ばしにすることのないように自分を訓練しなさい。

■アルベルト・シュバイツァー（1875～1965 ）

アルザス地方（当時はドイツ、現在はフランス）出身の哲学者、医師。

私たちの道徳（P87)

１月２２日（金）
２６日（火）に
ルスツリゾート・
スキー場でスキー

授業が行われました。
昨年は毎回のように天候が心配されました

が、今年は天候
を心配すること
もなく実施する
ことができまし
た。少し寒かっ
たですが、怪我
もなく滑ること
ができました。



新しい年を迎えて①

基本の取組を改めて大切にする一年に
留寿都中学校長 廣 澤 信 弘

１月１３日、３学期がスタートしました。登校した生徒を迎える磨き上げられ
たようにきれいな廊下は、本校生徒が、普段の掃除はもちろん、大掃除、生活委
員会、部活動などで一生懸命清掃活動に取り組んでいる賜（たまもの）です。

「日本型の教育として掃除や給食当番などの活動に海外からの研究者が目を向けている」

これは、『三つの資質・能力の育成』と題して、『教室の窓 2016・１月号』に掲載された秋田喜代美教
授（東大）の言葉です。

世界各国で日本がどのように取り上げられているかを特集した正月番組がありました。その中で、サウジ
アラビアの学校で日本式の掃除当番を取り入れたことが紹介されていました。ほとんどの国では掃除を専門
業者に任せているそうです。サウジアラビアでは日本の学校の様子に驚くとともに、教育的な効果があるの
ではないかとして取り入れたそうです。

秋田教授によると、「忍耐力をもって課題を成し
遂げようとする意欲が大切であることはもちろん、
他者と協働する力が高ければ、知識や技能について
他者からの支援をうまく学ぶことができたりする」

これは、すでに学んだり、身につけたりしたこと
をさらに生かしてより深い理解をもたらしていくような学びの経験を保障することが求められているという
ことで、そうした学びの土壌をつくっているものの一つが掃除や給食当番だとしています。

この文章では、中央教育審議会が重視している三つの要素が整理されています。
①何を知っているか・何ができるかという知識・技能
②知っていることやできることをどう使うかという思考力・判断力・表現力
③そして、どのように社会・世界とかかわり、よりよい人生を送るかという学びに向かい合う力や人間性

こうしたことが取り上げられる背景には次のようなことがあるそうです。
「現在ある職業の６５％は2030年にはなくなり、新たな職業に変わっていくだろうといわれている。こ

の20年間を見ても、固定電話からポケベルへ、そして、携帯電話、スマートフォンへとメディアが替わる
だけではなく、それによって対人的コミュニケーションや知識と情報の重みも変わり、学び方も変わってき
ている。

子どもたちが社会人になった頃の将来の社会はどのようになっているか。そしてこのことを見据えつつ、
どのような資質・能力の育成を目指すのか、そのカリキュラムを考えていくことが、急速な勢いで変化する
知識基盤社会の中で求められている。」

さらに、コミュニケーション能力の大切さについて、「自己の感情や行動を調整する能力やストレスに対
応できる力、見通しをもって課題を成し遂げようと他者と折り合いをつけて協働できることは、学校だけで
はなく、大人になって社会に出てからの職業生活や家庭生活、心身の健康や社会的行動にもつながる」とし
ています。

「見通しをもって課題を成し遂げようと他者と折り合いをつけて協働できる」という言葉は、これからの
方向性を考える重要なキーワードだと感じます。そして、掃除や給食当番は「学び合いの基本を培うもの」
として改めて大切にしたいと考えます。

１月らしい寒い日が続く中での始業式。体育館の冷たく澄んだ空気の中、
校歌の歌声にはいつも以上に気持ちがこもっていて、美しく響いていたよう
に感じました。今年はインフルエンザのピークは例年より遅いという情報が
あります。風邪予防の基本、うがい手洗いをしっかり。１月中旬からは推薦

入学試験が始まっています。年明け早々から真剣な態度で面接練習に臨んでいる３年生の姿を目にしました。
行く１月・逃げる２月・去る３月に、ついつい「忙しい」という言葉を口にしてしまいがちです。「忙」

は「心を亡くす」と書くのであまり使うなと先輩から教えられてきました。気持ちばかりあせり、翻弄され
ないよう入試に向かう３年生はもちろん、１・２年生には本年度の基礎・基本のまとめを、地に足をつけて
行ってほしいと願っています。

保護者の皆様・地域関係の皆様には本年もよろしくお願いいたします。

新年のスタート

・他者と協働する力が、より深い理解力に

・他者と折り合いをつけて協働できることが

「忙」は 心を亡くす


